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国際ロータリー 第2840地区 
2017‐2018年度 ガバナー 
田中 久夫 

皆様、新年明けましておめでとうございます。今年も、第2840地区をよろしくお願いいた
します。 
  
地区大会（11/18（土）・19（日））が終わりました。ホストクラブの高崎RC、コ・ホス
トクラブの高崎南RCと高崎セントラルRCの皆さんには素晴らしい準備をしていただき、あ
りがとうございました。思い出に残る大会になりました。 
  
地区大会の評価は大変好評でした。多くの人達からお褒めの言葉をいただき、主催者とし
て大変な満足と安堵を得ることが出来ました。北 清治RI会長代理様からも最大級のお褒め
の言葉をいただきました。いままで十数回、各地の地区大会に呼ばれて出席したが、今回
が最高の完成度であった、とのお言葉です。会場設営に尽力した高崎クラブの若手会員60
名ほどの前日からの努力が報われて良かったですね、お疲れさまでした。 
  
基調講演の講師を務めていただいた坂本光司法政大学大学院教授の講話も非常に評判が良
かったようです。その後、何人ものロータリアンが彼の主催する「人を大切にする経営学
会」に入会申し込みをしたようです。入会のためには既に会員の方の推薦が必要なのです
が、皆さんから田中ガバナーの名前を書いておいたから、と事後承認の連絡がありました。
もちろん、素晴らしい趣旨の学会ですのでどうぞ一緒にやりましょう、と返答しておりま
す。皆さんも入会の際には私の名前を使っていただいて結構です。 
  
さて、年が改まり、私の任期もあと半年となりました。これからの後半期は、各分区にお
いてRotary Dayの実施とIMの開催を各ガバナー補佐の皆さんに求めています。すでに日程、
内容が決まっている分区もありますが、決まってないところもあります。Rotary Dayでは、
何らかの社会奉仕事業を、と希望していますが、ノープランでお困りの分区では植樹はい
かがでしょう？と提案もしております。またIMでは、１年の締め括りとして、各クラブの
会員増強の成果と公共イメージ向上の具体的成果を自慢し合う会合を希望しております。
早期に日程、会場等を決めてご連絡ください。 
 
本題です。今月は「職業奉仕月間」です。この職業奉仕の意味が解りにくいのは、ロータ
リーの原文ではVocational Serviceとしていて、日本語の職業（英文ではoccupation）と
の意味に乖離があるからです。Serviceの意味も難しいのに、さらにVocationが加わると余
計に難しく・・。英和辞書でvocationを引くと、天職、天から与えられた、神様から与え
られた、世の中のためになる仕事、と訳されています。この概念を有名にしたのが、アー
サー F．シェルドンです。彼の有名な講話に靴屋の例があります。 
 

  特別月間テーマ：職業奉仕月間 



「世界中の靴屋が一カ所に集まる。靴の製造器具とともに集まる。それが突然の天災で全部
無くなったら、世界の人々は裸足で歩くことになる。そのとき社会は、靴屋さんが如何に世
の中のために役立っているか、職業を通じたサービス（相手のためになる行為）をしている
かが判るだろう。」（第10回国際大会・エデインバラ・1921年）と述べています。このよ
うに考えれば、どんな職業でも世の中の役に立っているのだと思います。 
  
以前、私は職業奉仕を、自分の職業の中で人に役に立つことを無償でやることが職業奉仕な
のかと考えていた時期もありました。例えば、税理士が無料で納税相談をする、医師が無医
村に定期的に行って無料で診察をする、大学教授がどこかの施設に行って無料で講演をする、
などが職業奉仕の一環であると思っていました。でも、これらは職業奉仕ではなくて社会奉
仕事業になるらしいのです。その後は、自分の仕事を有償無償を問わず真摯専心して行うこ
とが、自然に世の中のためになっているということがロータリーのいう職業奉仕になるのだ、
と思いました。これこそが、ロータリーの入会資格（職業上および（または）地域社会上善
良という評判を有すること）に合致し、職業人であること≦ロータリアン、という図式に
マッチするものと考えたのです。 
  
いろいろ迷っているときに、素晴らしい一文を発見しました。抄略しながらご紹介します。 
「・・職業とは一応は生活の糧を得るための利潤の追求を目的としています。しかし職業は
実は人間が社会生活を営めために必要な業務を分担することであり、その報酬として利潤が
与えられるのです。そこには当然のこととして責任と誇りが生まれてきます。しかし、同時
にこの職業奉仕の理念は、・・ロータリークラブと、その構成員であるロータリアンの企業
の存続に大きく関わる問題です。・・ロータリアンは全部職業人ですから、職業奉仕こそは
ロータリアンの基本的生活態度であるといえましょう。・・職業奉仕の概念は「ロータリー
の目的」の第二項に示されています。即ちそこには、① 職業の道徳的水準を高めること、
② 有用な職業はすべてその価値を認めること、③ 各ロータリアンの職業を社会奉仕の一つ
の機会として（日本語訳では、業務を通じて社会に奉仕するため、と意訳されています）品
位あらしめること、の三点が挙げられていて、職業奉仕とは「職業の道徳性と品位を高め、
その価値を認めること」が主目的であると思われます。」（前原勝樹・重田政信著『ロータ
リー入門書2014~2015年版』pp.113-114） 
  
 少し理解できたように思います。RI元理事重田政信先生、ありがとうございました。 
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開催日 ： 2017年11月18日（土） 
場 所 ： 高崎ビューホテル 
報告者 ： 地区副幹事 富山 俊吾 

 北 清治RI会長代理を講師にお迎えし『クラブ指導者のリーダーシップについて』と題し、
基調講演からスタートいたしました。リーダーシップの重要性や継続性、幅広い視野を持つこ
とによるクラブ運営への充実等についてご講演いただきました。                 
セミナー第1部は各会長達から自分のクラブ自慢や欠点等思いを伝えていただきました。第2部
は各幹事より他クラブの良さを伝えていただきました。持ち時間が僅かにもかかわらず熱のこ
もった発表でした。 

12:20～13:00 登録受付 
  司  会   地区副幹事 岡田 千代美 
13:00～13:20 開会挨拶   ガバナー 田中 久夫 
  RI会長代理ご挨拶  RI会長代理 北 清治 様 
  本日の趣旨説明  地区研修リーダ 本田 博己 
13:20～13:50 基調講演   RI会長代理 北 清治 様 
13:50～14:00 謝  辞  ガバナー 田中 久夫 
14:00～15:40 第1部クラブ会長発表   第1分区から 46クラブの会長（各2分） 
  『メークしてみて判った。～○○がうちのクラブの自慢です。～』 
15:40～17:10 第2部クラブ幹事発表   第6分区から 46クラブの幹事（各2分） 
  『メークしてみて判った。～あのクラブは○○が素晴らしい。～』 
17:10～17:20 講  評  地区研修リーダ 本田 博己 
17:20～17:30 閉会挨拶  ガバナー 田中 久夫 
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開催日 ： 2017年11月18日（土）18:00～ 
場 所 ： 高崎ビューホテル３F「あかぎ」 
司 会 ： 小泉 裕美（高崎RC） 
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開催日 ： 2017年11月19日（日）09:30～ 
場 所 ： 高崎アリーナ（高崎市） 
司   会 ： 横山 慶一・山田 由紀子 （高崎RC） 
 
ホストクラブ  ： 高崎ロータリークラブ 
コ・ホストクラブ ： 高崎南ロータリークラブ・高崎セントラルロータリークラブ 
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エクスカーション 

開催日 ： 2017年11月19日（日）09:30～ 
場 所 ： 高崎アリーナ（高崎市） 
司   会 ： 横山 慶一・山田 由紀子 （高崎RC） 
 
ホストクラブ  ： 高崎ロータリークラブ 
コ・ホストクラブ ： 高崎南ロータリークラブ・高崎セントラルロータリークラブ 
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開催日 ： 2017年11月19日（日）18:00～ 
場 所 ： ホテルメトロポリタン高崎 
司   会 ： 黒澤 弘・小林 匡美（高崎南RC) 
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地区大会が無事終了し、田中ガバナー年度の第２・四半期までを振り返り、残りの第３、第
４・四半期の事業をどうするか、熱心な意見交換と英気を養うための懇親会が大変和やかな雰
囲気の中で行われました。これからのロータリーディ、ＩＭなどを各クラブの皆さんに御協力
頂きながら成功裏に収めたいと思います。 

開催日 ： 2017年12月10日（日）～11日(月) 
場 所 ： 伊香保温泉 塚越屋七兵衛 別館 香雲館 
報告者 ： 地区幹事  広瀬 雅美 
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「柔軟性導入」は「解決策」なのか 

柔軟性の導入が「失われた20年」「会員資格の緩和」と「ロータリーファミリーの入会」、ク
ラブ運営の「柔軟性の導入」がなされ、そして今回ローターアクトクラブ、グローバル会員の
「構造の柔軟化」に至ったのは必然的な潮流と言えます。 

伝統的クラブに入りたくても入れない、入らない人達に人頭分担金だけもらって、あとは好き
なようにロータリーバッジをつけて地区大会、伝統的運営をしている既存クラブに気ままに例
会訪問ができれば気楽だと思います。 

グローバル会員は地域のロータリークラブが長年の活動で営々を築いてきた「評価（ブランド、
ステータスとも言えます）」という資産を、安い費用でバッジを買って、ロータリアンとして
のブランド、ステータスを「ただ同然」で享受できることになります。 

これを演繹的に考えるならロータリアン全員がグローバル会員になればクラブは消滅していき、
クラブが気づいてきたブランド、ステータスも消え去っていきます。 

理事会は、今までクラブ運営の「柔軟性の導入」が終了し、2019年COLから国際ロータリー
の基本「構成」に柔軟性を導入しようとしています。 

私はこの取り組みの是非は言いませんが、国際ロータリーが会員の減少への対応に「苦しみぬ
いている」実態が、私たちが理解しているロータリークラブを消滅させる「解決策」を開発す
るまで試験的プログラムを「悪用」し続けると感じています。 

「失われた20年」の対応に「易きに流れる」事が、ソリューションであるとの前提で邁進した
理事会、特に事務局の責任は大きいと思います。 

2017年9月理事会から見えるもの 

「柔軟性導入は会員増のソリューションなのか？」 

COL世話人事務局 
編集担当 PDG 小船井 修一 

柔軟性導入の効果を冷静に判断するべき 

17R-06日本
（群馬） 

クラブの柔軟性による効果について調査するこ
とを検討するようRI理事会に要請する件 

341 146 

先の決議審議会で群馬から提案された決議案「柔軟性の効果への評価」は圧倒的多数の賛成を
得て採択されました。理事会はこの決議案を真摯に受け止め、2019年規定審議会までには一
定の「総括」をしなければならないと思います。 
刀根PDG翻訳理事会議事録では柔軟性導入後も世界の会員は増加するどころか減少している現
実があります。理事会は柔軟性導入を効果的にする課題を真剣に検討する段階にあると認識す
るべきです。 
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「柔軟性導入」は唯一の解決策ではない 

日本はロータリーの歴史的な背景と他団体との「差別化」による「ロータリーの個性」を大事
にしてきたと思います。 

ロータリークラブと他団体との違い（個性、ユニークさ、会員になることの価値）を大事にす
ることが会員増強の要としてきました。 

日本の役割は「易きに流れる」事無く、ロータリーの「原則」「個性」を明確にして、他国や
他の類似奉仕団体が実施している「粉飾会員制度」（例会に来なくても会員）ではない方法で
「会員増強の達成」を目指す事と思います。 

そのためにも、日本は継続的にCOL、CORで原則の確認をする決議案、制定案を出す必要があ
ります。また、柔軟性とは違う手法、アプローチで会員が質量両面で拡大できる実例を提示す
る努力を継続するべきです。 

 

 「効果的なクラブの実現」 

国際ロータリーは「効果的」という言葉をよく使います。 

私見ではありますが、「柔軟性の導入」よりも「効果的なロータリークラブ」を目指す事が優
先される課題であると思います。 

「柔軟性を導入」すれば「効果的なクラブ」になるというロジックは成立しません。 

「柔軟性を導入」すれば「会員が入会する窓口が増加する」というロジックです。 

むしろ「効果的なクラブ」「効果的なロータリアン」になる事からしか、会員基盤の拡大はな
いと思います。 

（効果的という言葉は「活発」「活力ある」「楽しんで活動する」「笑顔のある」「やる気の
ある」「世評の高い」「会費以上の価値がある」という言葉に近い） 

従って柔軟性の導入は「入口」を増やす事に過ぎないと考え、戦略計画での効果的なクラブに
なっていく努力に傾注するべきでしょう。 

  

 次のページに、刀根PDG作成の理事会議事録抜粋と、柔軟性導入に関する現状調査結果レポー
トを提示させていただきます。 
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2017年9月理事会議事録から抜粋 

2017年7月1日までの会員傾向に関する報告を受理しました。 
•会員数：1,202,937人（2016年から4,969人減少） 
•クラブ数：35,656クラブ（2016年から257増加） 
•クラブ平均会員数：34人 
 

52. Membership Trends  会員数の動向 

Statement:  
The general secretary presents to the Board an annual report on RI 
membership trends. As of 1 July 2017, membership was 1,202,937 Rotarians 
(a net decrease of 4,969 compared to 2016) and 35,656 Rotary clubs (an 
increase of 257 over last year). The general secretary reported on membership 
by zones, membership retention matters, new club viability, club size 
breakdowns, gender balance and age distribution, among other membership-
related data. 

DECISION:  

The Board receives the report from the general secretary on the analysis of 
club membership trends.1,202,937 

2016年7月1日より、クラブに柔軟性が取り入れられ、例会の開催、会員の種類、出席につい
て大幅な裁量権が与えられました。RI からのニュースなどを見ると、世界各国のクラブで柔
軟性が取り入れられ、会員数が増加したクラブのニュースなどが紹介されています。 
しかし、前年対比の世界全体の数字を見る限り、会員数は1,202,937人（2016年から4,969
人減少）となっており、さらにクラブの平均会員数も僅かに低下し、柔軟性導入が会員数に大
きなプラスの影響を与えたとは言い切れない状況になっています。 
 

2017年07月01日 1,202,937人 35,359クラブ 34.02人 

2016年07月01日 1,207,913人 35,399クラブ 34.12人 

2015年07月01日 1,209,491人 35,114クラブ 34.44人 

2014年07月01日 1,185,074人 34,578クラブ 34.27人 

2013年06月30日 1,220,115人 35,558クラブ 34.31人 
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2017年7月1日までの会員傾向に関する報告を受理しました。 
•会員数：1,202,937人（2016年から4,969人減少） 
•クラブ数：35,656クラブ（2016年から257増加） 
•クラブ平均会員数：34人 
 

また、日本のロータリー100周年実行委員会が2017年4月19日～5月31日まで実施し
たアンケート調査（全国2264クラブにアンケート。有効回答 1393RC 61.5％）に
よれば、柔軟性を導入したクラブが326クラブ（23.4％）、今後予定のクラブが252
クラブ（18.1％）となっています。 

2016年7月1日より、クラブに柔軟性が取り入れられ、例会の開催、会員の種類、出席につい
て大幅な裁量権が与えられました。RI からのニュースなどを見ると、世界各国のクラブで柔軟
性が取り入れられ、会員数が増加したクラブのニュースなどが紹介されています。 
しかし、前年対比の世界全体の数字を見る限り、会員数は1,202,937人（2016年から4,969人
減少）となっており、さらにクラブの平均会員数も僅かに低下し、柔軟性導入が会員数に大き
なプラスの影響を与えたとは言い切れない状況になっています。 
 

導入した 326 23.40% 

今後導入予定 252 18.09% 

従来通りの運営 735 52.76% 

導入する予定なし 75 5.38% 

未解答 5 0.36% 
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もちろん1年では大きな効果は見られないということも言えますが、かつてない大きな規則の
変更の割には、その反響はあまり芳しくないようにも思われます。 

およそ60％のクラブが何らかの柔軟性を導入したと回答しているに拘わらず、日本の
会員数の増加は292人、100．3％に過ぎません。またクラブ数も僅かとはいえ、減少
傾向が止まりません。 

RIは柔軟性導入の効果についてどのように分析しておられるのか、また最も目指している若者
の入会増加、会員の平均年齢の低下や多様性の促進はどれくらい進展しているのか是非データ
を開示して戴ければと存じます。 
さらに、今後、会員数増加、平均年齢低下、多様性増加のための柔軟性を活用した画期的なベ
ストプラクティスを是非、ご教授頂ければと存じます。 
 

2017年6月30日 87,958人 2,273クラブ 38.70人 

2016年6月30日 87,666人 2,274クラブ 38.55人 

2015年6月30日 87,462人 2,280クラブ 38.36人 

2014年6月30日 87,068人 2,285クラブ 38.10人 

2014年6月30日 87,068人 2,285クラブ 38.10人 

2013年6月30日 86,751人 2,288クラブ 37.92人 

2012年6月30日 87,124人 2,294クラブ 37.98人 

2011年6月30日 87,270人 2,302クラブ 38.34人 

2010年6月30日 89,700人 2,309クラブ 38.85人 

２６５０地区の現状 

昨年度、公式訪問等の折、柔軟性導入に関する規則変更を詳しく説明し、一年間クラ
ブでよく検討し、クラブの長期ビジョンを策定してから、実施して戴くようお願い致
しました。 

それを受けて、本年度、地区から97クラブにその実施状況についてアンケート調査を
行いました。細則の検討作業を終えたクラブ（57RC）のうち、40％が細則を変更し
たと回答致しました。これは先に実施された、100周年委員会結果とほぼ同じだと思
います。 
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改定作業を行ったクラブの状況 
 

2016年COLを受けて細則の改訂作業を行いましたか？ 

既に終えた 58 60% 

現在検討中 30 31% 

未検討 9 9% 

既に終えたクラブの中で（58RC) 

例会の回数     

従来通り変更なし 35 60% 

細則を変更した 23 40% 
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変更したクラブの内訳 
 例会について 
 

イ。祝日のある週は休会とした 11 

ロ。月二回以上 5 

ハ。年間10回までの例会中止可 1 

ニ。祝日のある週は年2回休会 1 

ホ。少し減らした 1 

ヘ。年間30回 1 

ト。年間40回 1 

チ。毎週例会を廃止 1 

リ。全員参加行事を例会とする 1 

会員の種類について 
 

会員の種類 

従来通り変更なし 49 

新しく追加した 5 

未解答 4 
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追加した会員の種類 
 

イ。準会員 

ロ。法人会員、家族会員 

ハ。RAC、学友 

ニ。RAC、家族会員 

入会金について 

従来通り入会金を徴収 49 84% 

入会金を廃止した 5 9% 

名称、目的を変えて徴収 4 7% 

今回、細則を変更したクラブの多くは、例会回数を削減したものが多く、月１回程度の
削減で、クラブの運営経費を引き下げる目的が多いように感じました。 
月２回に例会を削減した数少ないクラブの中では、折角実施したけれど、月２回ではお
互いに休むと月一回も顔を合わさなくなる状況になったので、やはり元へ戻したクラブ
もありました。 
会員の種類を増やしたクラブは本当に少数ですが、家族会員（配偶者）を実際2名程度 
増やしたというクラブがありました。 
とりあえず、細則は変更したが、実際に、様々な種類の会員が増えたという実績は、い
まのところあまりないようです。 
日本の場合は、人頭分担金よりもクラブ会費が高く、寄付金等も入れて年間30万円以
上（京都市内では50万以上）の費用を分担できる、学友会員、RAC会員、準会員はい
ないようです。また、小船井様のご指摘のように、ほとんどの会員は法人からの会員の
ようなもので、今更、法人会員を創設して、3名も4名も一人50万円の費用を支払う余
裕のある会社は少ないものと思います。 
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以上が、2650地区の現況でございます。 
つまり、今のところ、柔軟性導入によって、画期的な変化は起きなかったということで
す。 
今後、従来のクラブとは全く違うタイプのクラブを創設していけば、柔軟性の規定を活
用できることもあるかもしれません。 
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開催日 ： 2017年11月11日（土） 
場 所 ： 伊勢崎プリオパレス 
報告者 ： 地区副幹事 岡田 千代美・金井 克智・嶋方 智之・神宮 嘉一・佐藤 健司 
                                   林 義行・吉崎 裕・大草 良広 

  今セミナーには全46クラブから約130名が出席しました。11月は国際ロータリー財団特別
月間として定めれており、毎年この時期に開催し今年で5回目を迎えます。 

 ３年前に会員から募った寄付金をいかに有効に活用すべきかを再確認しました。特に公共イ
メージアップの為、複数クラブによる共同事業が提案されました。また、今年度から新しく導
入するWEB申請の説明に重点を置き、積極的な意見交換が行われました。  

1. 開会挨拶   ガバナー 田中 久夫 
2. R財団アドバイザー挨拶 R財団委員会アドバイザー 牛久保 哲男 
3. R財団委員長挨拶   R財団委員長 伊能 富雄 
議 事 
 ①ロータリー財団の現況と補助金制度の概要について 
 ②グローバル補助金申請について 
 ③地区補助金申請について（Web申請の操作と方法について）                                                                                       
 ④資金管理・報告書提出について 
 ⑤分区協議会 
 ⑥分区協議会報告 
 ⑦質疑応答 
 ⑧総 評   R財団委員会アドバイザー 牛久保 哲男 
 ⑨閉 会 
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 国際ロータリー第２８４０地区２０１７－２０１８年度 ＲＬＩセミナーPartⅢが開催され
ました。ガバナー挨拶では地区大会のお礼があり、本田博己地区研修リーダーより、「ロータ
リーでは、会員全員が必要に応じてリーダーシップを発揮するよう期待されている。我々は研
鑽を積まなくてはいけない。RLIを今後どう生かしていくかが大切である。パート２のアン
ケートでは、勉強になりました。他クラブの活動が知る事ができた。積極的に自分のクラブの
事を話す事ができた。クラブでも小規模なRLIができれば嬉しい。」との報告と挨拶をいただ
きました。その後各セッション会場に移動し、修了証及び終了バッジの授与、アンケートと参
加評価書の記入をし、閉会挨拶を竹内正幸研修委員会副委員長より「18時間に及ぶセミナー
お疲れ様でした。三日間を通してロータリーの基礎知識と他クラブの様子も分かり、会長幹事
との時間も取れたと思います。このＲＬＩを7月から役立てていただきたいと思います。ディ
スカッションリーダーもお疲れ様でした。」と挨拶をいただき終了となりました。 

開催日 ： 2017年11月26日（日） 
場 所 ： 前橋問屋センター会館 ２F 
報告者 ： 地区副幹事 岡本 謙一 
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開催日 ： 2017年11月26日（日） 
場 所 ： 前橋問屋センター会館 ２F 
報告者 ： 地区副幹事 岡本 謙一 

9：00～        登録開始 
 司  会 RLI推進委員会委員 田部井 丑松 
9：30～10：00    開会式   
 挨  拶        ガバナー 田中 久夫 
 挨  拶         地区研修リーダー  本田 博己 
 ガイダンス      RLI推進委員会委員長 本田 博己 
10：00～10：10  各セッション会場へ移動 
10：10～11：00    1時限目  
11：10～12：00    2時限目 
12：10～13：00    3時限目 
13：00～13：40    昼 食（全体会場にて） 
13：40～14：30    4時限目  
14：40～15：30    5時限目  
15：40～16：30    6時限目  
16：30～16：40    閉会式会場へ移動 
16：40～17：00  閉会式：修了証・終了バッジ授与、アンケート記入 
 参加評価書式提出 
閉会挨拶 研修委員会副委員長 竹内 正幸 
17：00    終  了 
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開催日 ： 2017年12月02日（土） 
場 所 ： ホテルメトロポリタン高崎 
報告者 ： 米山奨学委員 板橋 一博（太田RC） 

米山記念奨学生面接官オリエンテーションの後、学友・奨学生・カウンセラー達を交えての米

山学友会忘年会が、メトロポリタン高崎にて盛大に行われました。イー カーリー カレン学友

会長が「奉仕を通じて良きリーダーとして活躍してほしい」との挨拶で会は始まり、懇親の輪

があちこちで広がりました。皆さんの近況報告をはさみ、全員で「見上げてごらん夜の星を」

を合唱、最後にはビンゴゲームで盛り上がり1年を締めくくりました。皆さん良いお年を！ 
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開催日 ： 2017年12月3日（日） 
報告者 ： 田中久夫ガバナー 

第34回「RID2840茶の湯倶楽部研修会」が、12月3日（日）に高崎市大橋町にある高崎北RC

の鈴木洋二（猶仙）先生のご自宅兼茶室にて行われました。参加者は、各地のロータリアンお

よびその家族の皆様31名でした。 

茶会は、まず森田 均パストガバナーの年の瀬に相応しい講話から始まり、続いて鈴木猶仙先生

の洒脱でユーモア溢れるお話をいただいたあと、静謐でありながら笑顔の満ちた環境のなか参

加者全員がお菓子と抹茶を一服ずついただきました。今回のテーマは、年の瀬ということもあ

り、行く年（酉年）をしのび、来る年（戌年）を迎えるということでありましたので、茶器や

軸などにその装丁が施されたものが配意され、茶の湯の席の深淵さを感じることができました。 

鈴木先生のご配慮により、お茶が嫌いにならないようにとのことで、あえて正座を求めること

なく胡座を認めていただき、普段でしたら正座だけで参ってしまう私でも楽しく場の雰囲気を

感じながらお茶を楽しむことができました。特に、当日はガバナーという立場だけで正席に座

ることが許されてしまいましたが、お点前をしていただいた井上智大氏（高崎北RC）の見事な

お点前に見とれるうちに会は滞りなく進んでいきました。 

正味1時間程度の茶会でしたが、慌ただしい年末の一日を優雅に過ごすことのできた貴重な体

験をさせていただきました。 

鈴木猶仙先生、森田 均パストガバナー、井上智大さん、井上芙美子幹事（前橋中央RC）そし

て鈴木先生の奥様およびお弟子さん（中には鈴木先生のお孫さん（小5年生・六代目）が含ま

れておりました。）の皆様に感謝いたします。 
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国際ロータリー第２８４０地区２０１７－２０１８年度 青少年クリスマス会が開催されまし
た。ガバナー挨拶では「インバウンド学生は思い切り楽しみましょう！」とのお言葉をいただ
き、原委員長からは「今日はROTEXの皆さんが中心になってクリスマス会の企画をしていただ
いております。準備等有難うございました！皆さん楽しい時間を過ごしていただきたいと思い
ます。」と挨拶がありました。その後、広瀬地区幹事の乾杯の後、ROTEXの皆さんによるお楽
しみ会が行われ、チームに分かれてユニークなネーミングで開始。1.イントロゲーム 2.ジェス
チャーゲーム3.新聞紙たたみゲームで盛り上がりました。それぞれの自己紹介では、楽しいホ
ストファミリーと過ごしたエピソード等が話され、インバウンド学生が日本語で挨拶しました。
最後は皆さんで記念撮影後、小暮地区幹事より絞めの挨拶があり終了いたしました。 

開催日 ： 2017年12月26日（土） 
場 所 ： 伊勢崎ブリオパレス 
報告者 ： 地区副幹事  岡本 謙一 
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1. 木曜日発行の弊紙にて、国際ロータリー第２８４０地区４６クラブのクラブ紹介を毎週１
クラブずつ行う 
 

2. 記載項目は、 
• クラブ紹介（クラブの特徴やトピックス） 
• 会長挨拶 
• クラブ概要（会長・幹事名、事務局所在地、例会情報など） 
上記項目を合計６００字程度で記述 
 

3. 会長顔写真を掲載 
 

4. フォーマット案は以下の通り 

  RID2840クラブ紹介について 
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記事内容：クラブの紹介 
原稿（会長の写真を添えて）の提出先：ぐんま経済新聞社 編集部 後藤 多麻実 様 

goto@gunkei.com まで 

  記事掲載企画 

  
  

RC 
新聞掲載日 
（木曜日） 

原稿締切日     
（厳守） 

第3分区 

高崎 2018.1/11 

12/11 

高崎南 1/18 

高崎北 1/25 

高崎東 2/1 

高崎シンフォニー 2/8 

高崎セントラル 2/15 

2018.1/15 

第2分区B 

伊勢崎 2/22 

群馬境 3/1 

伊勢崎中央 3/8 

伊勢崎南 3/15 

伊勢崎東 3/22 

2/22 

第2分区A 

桐生 3/29 

桐生南 4/5 

桐生西 4/12 

桐生中央 4/19 

桐生赤城 4/26 

3/26 

第1分区 
 

前橋 5/10 

前橋西 5/17 

前橋東 5/24 

前橋北 5/31 

前橋南 6/7 
5/7 

前橋中央 6/14 

mailto:goto@gunkei.com
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  11/23 掲載 ＜太田ロータリークラブ＞ 

  11/30 掲載 ＜太田西ロータリークラブ＞ 
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  12/7 掲載 ＜太田南ロータリークラブ＞ 

  12/14 掲載 ＜新田ロータリークラブ＞ 
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  12/21 掲載 ＜太田中央ロータリークラブ＞ 
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開 催 日 項 目 場 所 

2018年 

1月 

6日(土) 
第3回ガバナー諮問委員会・ 

GE(宮内)壮行会 
ホテルメトロポリタン 

高崎 

14日(日) 米山記念奨学生 選考会 前橋問屋センター会館 

20日(土) 第1回地区補助金予備審査会 伊勢崎プリオパレス 

27日(土) 
会員組織強化・ 

女性ネットワーク合同委員会 
前橋問屋センター会館 

2月 

3日(土) ローターアクト年次大会 伊勢崎プリオパレス 

10日(土) 
第4回ガバナー諮問委員会・ 

GE(宮内)報告 
前橋問屋センター会館 

10日(土) 地区チーム研修セミナー 前橋問屋センター会館 

18日(日) 新会員セミナー 
ホテルメトロポリタン 
         高崎 

24日(土) 米山記念奨学生修了式・歓送会 
ホテルメトロポリタン 

高崎 

3月 

10日(土) 第4分区A・第4分区B合同IM 

17日(土) 
会長エレクト・ 

次年度幹事研修セミナー 
伊香保温泉福一 

18日(日) 
会長エレクト・ 

次年度幹事研修セミナー 
伊香保温泉福一 

24日(土) 第2回地区補助金予備審査会 

25日(日) 第2分区B IM 伊勢崎プリオパレス 
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開 催 日 項 目 場 所 

2018年 

4月 

8日(日) 第5分区 IM ホテルべラヴィ―タ 

14日(土) 第1分区・第3分区 合同IM ラシーネ新前橋 

15日(日) 第2分区A IM 桐生プリオパレス 

21日(土) 地区補助金最終審査会 

22日(日) 
新規米山記念奨学生ｶｳﾝｾﾗｰｾﾐ
ﾅｰ・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ 

前橋問屋センター会館 

22日(日) 
新規米山記念奨学生オリエン
テーション 

前橋問屋センター会館 

22日(日) 
継続米山記念奨学生  

資格審査面談 
前橋問屋センター会館 

28日(土) 第6分区 IM ホテルアミューズ富岡 

5月 13日(日) 地区研修・協議会 東洋大学板倉ｷｬﾝﾊﾟｽ 

6月 

9日(土) 米山学友総会 
ホテルメトロポリタン 

高崎 
9日(土) 米山記念奨学生指定校選定会議 

16日(土) 第5回ガバナー諮問委員会 

16日(土) 現・新地区役員合同連絡会議 

17日(日) 
青少年交換受入学生歓送会・ 

夏季交換学生歓迎会 
前橋問屋センター会館 

24~27日 国際大会 カナダ・トロント 
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開 催 日 項 目 場 所 

2018年 

3月 

3日(土) 
碓氷安中ロータリークラブ 
20周年記念式典 

並木苑 

11日(日) 
桐生ロータリークラブ 
65周年記念式典 

桐生プリオパレス 

4月 

7日(土) 
太田南ロータリークラブ 
40周年記念式典 

太田ナウリゾート 
ホテル 

24日(火) 
中之条ロータリークラブ 
50周年記念式典 

花の駅 美野原 

21日(土) 
館林ロータリークラブ 
60周年記念式典 

レストラン 
ジョイハウス 

5月 

12日(土) 
富岡かぶらロータリークラブ 
15周年記念式典 

ホテルアミューズ富岡 

19日(土) 
高崎北ロータリークラブ 
50周年記念式典 

ホテルメトロポリタン 
高崎 

26日(土) 
新田ロータリークラブ 
35周年記念式典 

ティアラグリーン 
パレス 
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氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 
役職 

推薦者 

松本 久美子 
前橋西 
2017年11月10日 
保険代理店 
（株）ポラリス 
執行役員 
犬飼 正義 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 

 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

田中 友也 
前橋南 
2017年12月06日 
太陽光発電・ 
     不動産・飲食業 
(有)ファースト 
              ダイニング 
代表取締役 
金山 明永 
 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 

 
 

役職 
推薦者 

越塚 ひとみ 
桐生西 
2017年12月08日 
老人介護 
医療法人社団  
三思会 ブルーメン 
    ハイム･トーホー 
介護部長 
河内 良範・青山 豊 
 
 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

中野 克則 
桐生西 
2017年12月15日 
塗装業 
有限会社 
           コートなかの 
代表取締役 
園田 誠司 
  
 
 氏名 

クラブ 
入会日 

職業分類 
勤務先 

 
 

役職 
推薦者 

市来 美恵子 
伊勢崎中央 
2017年11月02日 
ハウスクリーニング業 
(株)ＭＣサービス  
 ダスキン市場 
   東サービスセンター 
代表取締役 
大和 祥晃 
 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 
役職 

推薦者 

飯塚 勝亮 
群馬境 
2017年12月07日 
菓子製造 
(有)水戸屋本店 
代表取締役 
天田 光俊 
 
 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

金井 幸夫 
伊勢崎南 
2017年11月21日 
旅行業 
有限会社 
       パトスツーリスト 
代表取締役 
奥村 聡 
矢内 良春 
 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 
役職 

推薦者 

櫻井 保志 
伊勢崎中央 
2017年11月02日 
特殊機械運送 
(有)櫻井重量設備 
代表取締役 
猪俣 素芳  
上柿 敬一 
 
 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 
役職 

推薦者 

金井 裕 
高崎 
2017年11月15日 
塗装業 
株式会社 
         ユタカペイント 
代表取締役社長 
金井 克智 
 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

大林 俊也 
高崎 
2017年11月15日 
証券業 
大和証券株式会社 
              高崎支店 
支店長 
片山 政明 
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氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

高橋 琢 
高崎 
2017年10月11日 
税理士法人 
税理士法人  
     思惟の樹事務所 
社員税理士 
関口 俊介 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 
役職 

推薦者 

紋谷 直幸 
高崎 
2017年11月15日 
繊維製品卸業 
株式会社紋谷商店 
取締役 
豊田 明美 
 

氏名 
クラブ 

入会日 
職業分類 
勤務先 

 
役職 

推薦者 

清水 雄至 
高崎シンフォニー 
2017年10月06日 
呼吸器科 
上中居 
      ファミリークリニック 
内科医師 
豊泉 君代 
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謹んでお悔やみ申し上げます 

氏名 
クラブ 
入会日 
退会日 
享年 

勤務先 
 

栗原 治郎 
前橋西ロータリークラブ 
1970年4月10日 
2017年10月25日 
85歳 
栗原レントゲン（株） 
 

1991-1992 第28代会長 
ベネファクター 
マルチプルポールハリスフェロー4 
第10回米山功労者メジャードナー 

栗原治郎会員は、1970年に入会され今日まで47年間の長きに亘りロータリー活動を実践して
まいりました。 
クラブの創設期から現在に至るまで、クラブの発展充実に大きく貢献され、正にロータリアン
のお手本でありました。突然のご逝去は私たちクラブ会員一同にとりまして痛恨の極みでござ
います。しかしあなたから賜りましたロータリー精神の教えは私たち後輩ロータリアンの心の
底に長く生き続けていくに違いありません。栗原治郎先輩、どうぞ安らかにお眠りください。
合掌。 

前橋西ロータリークラブ会長 大﨑 巖 
 

氏名 
クラブ 
入会日 
退会日 
享年 

勤務先 
 

清水 正已 
前橋西ロータリークラブ 
1985年9月13日 
2017年11月23日 
80歳 
（株）バンズ 会長 
 

2000-2001年度 第37代会長 
ベネファクター 
マルチプルポールハリスフェロー3 
第6回米山功労者 

清水正已会員は、1985年に入会され今日まで32年間の長きに亘りロータリー活動を実践して
まいりました。 
その冷静で公正な判断力、豊かな見識に支えられた指導力によりクラブの充実発展にご尽力さ
れました。突然の訃報に悲しみは尽きませんが、あなたから賜りましたロータリー精神の教え
は私たち後輩の心に長く生き続けていくに違いありません。清水先輩、どうぞ安らかにお眠り
ください。合掌。 

前橋西ロータリークラブ会長 大﨑 巖 
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「ロータリー文庫」は日本ロータリー５０周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆
様の資料室です。 
  ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、約２万４千点を収集・整備し皆様のご利用
に備えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶
版資料についてはコピーサービスも承ります。また、一部資料はホームページでPDFもご利用
いただけます。 
 クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。 
以下資料のご紹介を致します。 

講演より 

（364号） http://www.rotary-bunko.gr.jp  

ロータリー文庫 

〒105－0011 東京都港区芝公園 2-6-15 黒龍芝公園ビル 3 階 
TEL（03)3433-6456   FAX（03)3459-7506 
http://www.rotary-bunko.gr.jp 
開館＝午前 10 時～午後 5 時   休館＝土・日・祝祭日 

「国際ロータリー会長 田中作次さんに聞こう！ロータリーとは、奉仕とは、   
人生とは（講演及び会員との質疑応答）」  田中 作次  
 （D.2570地区大会報告書） 

2017 11p 

「地球温暖化防止の切り札は？」  牛山 泉 
（D.2550地区大会の記念誌） 

2017 17p 

「世界を照らすLED」       天野 浩   
（第45回ロータリー研究会報告書） 

2017 9p 

「四国で一羽の蝶々がはばたくと、世界でハリケーンが生じる～情熱と
意志を持って」 北川 正恭 

2017 10p 

「安全保障と危機管理」      越野 修三   
（D.2830RYLA報告書） 

2017 10p 

「日露首脳会談と政局の行方」 岸井 成格 
（D.2660地区大会報告書） 

2017 19p 

「母子の健康」      対馬 ルリ子 
（D.2830地区大会記録誌） 

2017 6p 

「福井県の恐竜時代」 東 洋一 
（D.2650地区大会記念誌）  

2017 4p 

「山形大学のナスカの地上絵研究」   山形大学研究チーム 
（D.2800地区大会講演集） 

2014 5p 

〔上記申込先：ロータリー文庫〕 
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年

度

初

月

初

月

末

増

減

女

性

前橋 4 76.63 118 119 119 0 10

前橋西 3 69.62 58 60 60 0 6

前橋東 4 93.46 51 52 52 0 5

前橋北 4 89.59 70 74 74 0 3

前橋南 4 82.56 40 43 43 0 2

前橋中央 4 79.75 27 27 27 0 7

合計 81.93 364 375 375 0 33

桐生 4 85.56 63 65 65 0 6

桐生南 5 83.33 24 24 24 0 1

桐生西 3 93.38 59 62 62 0 7

桐生中央 4 76.25 21 21 21 0 3

桐生赤城 4 87.41 42 44 44 0 9

合計 85.19 209 216 216 0 26

伊勢崎 5 87.85 88 89 88 -1 3

群馬境 4 81.58 22 24 24 0 1

伊勢崎中央 4 87.80 84 85 87 2 6

伊勢崎南 3 70.08 30 32 33 1 1

伊勢崎東 3 85.86 32 32 33 1 1

合計 82.63 256 262 265 3 12

高崎 4 84.88 118 125 128 3 11

高崎南 4 72.56 68 72 72 0 7

高崎北 5 72.29 66 67 67 0 0

高崎東 4 82.44 40 41 41 0 2

高崎シンフォニー 3 72.87 41 43 43 0 4

高崎セントラル 4 76.12 34 34 34 0 0

合計 76.86 367 382 385 3 24

第

2

分

区

B

第

3

分

区

例

会

数

出

席

率

(％)

会員数

クラブ名

第

1

分

区

第

2

分

区

A

年度初 月初 月末 純増減会員数 女性会員 当月出席率

46 2063 2122 2134 12 147 81.66

クラブ数
会員数

年

度

初

月

初

月

末

増

減

女

性

太田 4 88.73 71 71 71 0 3

太田西 5 91.76 18 18 18 0 2

太田南 3 86.56 46 45 46 1 3

新田 4 90.63 18 23 24 1 2

太田中央 3 84.24 55 55 55 0 3

合計 88.38 208 212 214 2 13

館林 3 84.61 49 52 52 0 2

大泉 5 74.18 33 34 34 0 3

館林西 4 93.18 21 23 23 0 1

館林東 5 96.25 23 21 21 0 3

館林ミレニアム 4 89.52 25 26 26 0 0

合計 87.55 151 156 156 0 9

渋川 4 95.78 62 62 62 0 5

沼田 3 59.70 67 70 70 0 2

草津 3 35.29 17 17 17 0 1

中之条 4 68.14 21 23 23 0 2

沼田中央 3 76.30 51 52 52 0 4

渋川みどり 4 84.09 37 37 38 1 2

合計 83.86 255 261 262 1 16

富岡 4 88.83 44 44 45 1 4

藤岡 4 83.50 51 54 54 0 3

安中 4 71.57 51 51 51 0 3

藤岡北 4 77.26 17 16 16 0 1

富岡中央 4 83.78 37 39 39 0 1

碓氷安中 4 85.42 10 10 12 2 1

藤岡南 2 84.62 16 16 16 0 1

富岡かぶら 4 90.74 27 28 28 0 0

合計 83.22 253 258 261 3 14

第

5

分

区

第

6

分

区

例

会

数

出

席

率

(％)

会員数

クラブ名

第

4

分

区

A

第

4

分

区

B

2017年11月末現在 
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今回も、この「ガバナー月信」紙上に余白部分ができたので、それを借りて「ロータリー」の

周辺にある言葉を薀蓄披露します。関心のある方はお付き合いください。 

 

  

田中ガバナーの薀蓄 その7 

第7話：ロータリーの決意 

地区大会では大変お世話になりました。私にとって思い出に残る2日間でした。 

さて、当日の基調講演、お聞きいただいたでしょうか？私の古くからの友人、法政大学大学院

教授の坂本光司先生による「テーマ：日本でいちばん大切にしたい会社」でした。誰もが障害

を持って生まれてきたいわけではない、どんな親も次に生まれてくる子に障害があったらいい

と考える親はいない、至極当然のことを言われておりましたが、そのような方たちを優しく雇

用でき、社員とその家族の幸福を一番に考える企業こそ社会的に有用な、有意味な会社なのだ

というお考えのようでした。 

ロータリーも同じです。基調講演のあと坂本先生に壇上に残っていただいて、私が披露した話

を覚えているでしょうか。それは、ロータリー財団が発行した小冊子（「世界でよいことをし

ようとした思いとは」）のなかの一文です。以下に記します。 

  

ロータリー「最良の時」 

「その先頭にいた母親が手渡した先には、RI会長ジェームス・ボーマー（会長年度：1979-

1980）の姿があった。いたいけな赤ん坊の顔を見ながら、ボーマーは、その子の舌にそっと

ワクチンを2滴たらすと、母親に返した。そのとき、ボーマーは誰かが自分のズボンを引っ張

るのを感じた。見ると、そこには車イスに座った幼い少年がおり、その腕と足はポリオによる

麻痺で萎えている。少年はボーマーにこう言った。「ありがとう。ロータリー、ありがとう。

その子は僕の妹なんだ。」思いもよらないこの少年の言葉が、ボーマーに、そしてロータリー

全体に最も深い影響を与えることになる。」 

  

この話を披露した壇上で、私も少し涙してしまいましたが、坂本先生にもロータリーの意味が

分かっていただけたように感じました。ロータリークラブは、皆で集まって外部奉仕活動をす

るためのクラブ（We Serve）ではなく、日常、奉仕行為をしている一人一人が集まっている

のがロータリークラブ（I Serve）なのだと思います。 

私たちの身近にある地区補助金、グローバル補助金を活用しましょう。僅かでも社会に貢献す

ることになるのですから・・。 
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 原稿の締め切りは、毎月 15 日です。ワードまたはエクセル書式で作成の上、メール添付し
ガバナー事務所 tanaka@rid2840.jp まで送信してください。なお、写真等の画像がある場
合は、デジタルデータでお送りください。 

 新会員情報並びに訃報の締切りは、毎月 15 日です。（15日以降のご連絡分につきまして
は、次月号の掲載となります。）新会員につきましては氏名、入会日、職業分類、勤務先、
役職、推薦者氏名を記入の上、写真を添えて、ガバナー事務所ホームページの専用欄かメー
ルにてお送りください。なお、訃報につきましてはクラブ会長様に 250 字以内で追悼文を
作成いただき、ご連絡をお願いいたします。 

 この月信のPDFデータを印刷して、クラブの第一例会で会員の皆様に回覧いただきたく存じ
ます。よろしくお願いいたします。 

ガバナー月信に関して 

表紙写真解説 高崎だるま市 

 だるまの生産量日本一を誇る高崎で、日本で最初に開催されるだるま市が「高崎だるま市」。 
１月１日と２日の２日間では、縁起だるま販売のほか、だるま職人による名入れも実施。 
また、高崎が全国に誇るうまいものを集めた「開運たかさき食堂」の出店やおもてなしイベン
トも行われるなど、内容盛りだくさんで来場者にお楽しみいただける。 
 
 
期    間 ： 2018年1月1日(月)～１月2日(火) 
電    車 ：   高崎駅西口から徒歩１分 
   車     ：   関越道高崎インターから約２０分 
問い合わせ先 ： ０２７－３３０－５３３３（（一社）高崎観光協会） 
ホームページ   ：   http://takasaki-darumaichi.com/ 

mailto:tanaka@rid2840.jp

